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北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム
で
は
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
主
催
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
平
成
30
年
9
月
28
日
（
金
）
百

年
記
念
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、

「
O
B
講
演
会
及
び
在
学
生
と
の
懇
談
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
在
学
生
か
ら
の

「
企
業
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

O
B
の
講
演
や
懇
談
で
き
る
機
会
が
欲
し

い
」
と
の
要
望
に
応
え
て
企
画
し
た
も
の

で
す
。

　
O
B
講
演
会
で
は
、
各
業
界
で
活
躍
す

る
5
名
の
先
輩
達
か
ら
ご
講
演
い
た
だ

き
、
官
庁
・
企
業
を
志
望
し
た
理
由
か
ら

始
ま
り
、
現
在
の
担
当
業
務
、
学
生
時
代

の
就
職
活
動
、
や
り
が
い
や
今
後
の
目
標

な
ど
に
つ
い
て
本
音
で
語
ら
れ
、
開
催
趣

旨
に
相
応
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
の
懇
談
会
で
は
、
幅
広
い

年
代
層
の
卒
業
生
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
企
業
等
に
お
け

る
実
際
の
勤
務
の
様

子
な
ど
、
活
発
な
懇

談
が
行
わ
れ
、
参
加

さ
れ
た
在
学
生
か
ら

も
有
意
義
な
機
会

だ
っ
た
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
卒
業

生
及
び
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た
基
礎
同

窓
会
の
皆
様
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲�森本氏による講演

▲�懇談会の様子

▲�講演会の様子

北海道庁　　　　森本雄介氏　（法学部、2008 年卒）

札幌市役所　　　高橋健太氏　（法学部、2004 年卒）

三井不動産(株)　安田有希氏　（工学部、2014 年卒）

北海道電力(株)　新納裕樹氏　（工学部、2004 年卒）

(株)北洋銀行　　千葉史也氏　（経済学部、2009 年卒）

講 演 者

「
O
B
講
演
会
及
び
在
学
生
と
の
懇
談
会
」開
催

▲�懇談会の様子
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せ
て
大
学
を
支
援
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
は
同
窓
生
と
北
海
道
大
学
を
つ
な

ぐ
1
日
で
す
。
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
学
生
時
代
を
思
い
、
過
ご
し
、
北

海
道
大
学
の
今
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

北
海
道
大
学
が
同
窓
生
と
と
も
に
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
に
挑
戦
し
続
け
、
創
基
1
5
0
周

年
に
向
け
て
新
た
な
歴
史
を
築
き
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

ホームカミングデー特集
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「保護者会員懇談会及びキャンパスツアー」実施��� �4
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北
海
道
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
、
卒
業
・
修
了
生
が
母
校
に
集
い
世
代

を
超
え
た
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
、
紅
葉
や
銀
杏
が
色
づ
く
毎
年

秋
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
7
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
は
、
9
月
28
日
（
金
）
〜
9
月

30
日
（
日
）
の
3
日
間
天
候
に
も
恵
ま
れ

北
海
道
の
秋
の
爽
や
か
な
風
を
感
じ
ら
れ

る
な
か
、
多
く
の
参
加
者
が
札
幌
キ
ャ
ン

パ
ス
に
集
い
ま
し
た
。

　
「
歓
迎
式
典
」
で
は
、
名
和
豊
春
総
長

か
ら
、「
北
海
道
大
学
1
4
2
年
の
歩
み

と
2
つ
の
使
命
」
と
題
し
て
こ
れ
ま
で
の

北
海
道
大
学
の
歩
み
や
現
在
の
取
組
、
目

指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

「
2
0
2
6
年
の
創
基
1
5
0
周
年
を
見

据
え
、
同
窓
生
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て

の
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
さ
ら
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
。」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
石
山
喬
北
海
道
大
学
校
友
会

エ
ル
ム
会
長
か
ら
、
参
加
者
へ
の
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
校
友
会
会
員

の
皆
様
に
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
「
北
海
道
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

国
の
財
政
状
況
等
も
あ
り
、
益
々
厳
し
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
、
今
年
と
関
係

者
の
努
力
と
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
ま
し

て
、
企
業
と
の
共
同
研
究
や
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
基
金
へ
の
寄
付
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
ま
だ
ま
だ
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　
今
一
度
、
母
校
を
思
い
、
後
輩
に
思
い

を
寄
せ
、
北
海
道
大
学
で
学
ん
だ
価
値
を

思
い
起
こ
し
、
そ
の
価
値
を
更
に
磨
く
た

め
に
、
十
数
万
人
の
同
窓
生
が
力
を
合
わ

Contents

▲�歓迎の挨拶を述べる石山会長
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「石狩湾新港発電所見学会」開催
 　　　　 ほっかいどう同窓会 　　　　 

　
「
ほ
っ
か
い
ど
う
同
窓
会
」
で
は
、
道

内
の
各
種
施
設
等
を
見
学
し
、
北
海
道
が

抱
え
る
問
題
・
課
題
に
つ
い
て
認
識
す
る

と
と
も
に
同
窓
生
と
在
学
生
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
見
学
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
9
月
21
日
（
金
）
秋
晴
れ
の

な
か
、
北
海
道
電
力
（
株
）
の
道
内
初
と

な
る
L
N
G
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
を
燃
料
と

す
る
「
石
狩
湾
新
港
発
電
所
」
建
設
現
場

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
当
該
発
電
所
の
特
徴
で
あ
る
「
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
方
式
」
は
、
次
の

よ
う
な
特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。

【
1　
高
い
発
電
効
率
】

　
「
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
方
式
」

は
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
」
と
「
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
」
を
組
み
合
わ
せ
て
発
電
す
る
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
約
62
％
の
発
電
効
率
を
有

す
る
。

【
2　
優
れ
た
運
用
性
】

　
発
電
出
力
の
上
昇
・
下
降
の
時
間
が
短

い
こ
と
か
ら
、
刻
々
と
変
化
す
る
電
力
需

要
へ
の
即
応
が
可
能
。

【
3　
優
れ
た
環
境
特
性
】

　
発
電
時
の
C
O
2
の
排
出
量
を
抑
制
。

　
「
石
狩
湾
新
港
発
電
所
」
1
号
機
は
、

来
年
2
月
に
営
業
運
転
に
入
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
後
、
2
号
機
3
号
機
が
順
次
建

設
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
老
朽
化
し
て
い

る
既
設
発
電
所
に
代
わ
っ
て
北
海
道
の
電

力
需
要
に
対
応
し
て
い
く
重
要
な
発
電
所

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
見
学
会
は
、
参
加

し
た
方
々
（
学
生
13
名
を
含
む
22
名
）
に
と
っ

て
、
自
ら
の
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る

と
と
も
に
、
本
年
9
月
6
日
道
内
2
9
5

万
戸
が
全
停
電
し
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
」
再
発
の
不
安
解
消
に
繋
が
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

基礎同窓会活動報告

▲�国内最大規模の LNGタンク建設現場の見学＆
説明

▲▶「石狩湾
新港発電所
見学会」発電
所工事現場
と位置図

▲�「コンバインドサイクル発電」設備の見学＆説明
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北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム
で
は
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
主
催
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
平
成
30
年
9
月
29
日
（
土
）
に

校
友
会
エ
ル
ム
保
護
者
会
員
を
対
象
に

「
懇
談
会
及
び
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス

「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」
内
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン

エ
ル
ム
」
に
お
い
て
、
校
友
会
エ
ル
ム
の

委
員
会
委
員
も
交
え
て
、
昼
食
を
と
り
な

が
ら
、
校
友
会
エ
ル
ム
が
実
施
す
る
事
業

等
の
説
明
及
び
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
バ
ス
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
を
行
い
、
最
初
に
訪
問
し
た
植
物

園
で
は
、
加
藤
助
教
に
よ
る
説
明
の
後
、

普
段
は
一
般
展
示
さ
れ
て
い
な
い
所
蔵
庫

等
も
特
別
に
開
放
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
モ
デ
ル
バ
ー
ン
、
平
成
ポ
プ

ラ
並
木
、
北
大
農
場
を
見
学
し
、
最
後
の

総
合
博
物
館
で
は
、
湯
浅
教
授
に
博
物
館

の
詳
細
な
説
明
を
い
た
だ
き
、
各
展
示
室

で
は
展
示
物
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
の
皆
様
か
ら
は
、「
校
友
会
エ
ル

ム
の
活
動
と
北
大
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。」
と
の
意

見
も
寄
せ
ら
れ
、
保
護
者
会
員
の
皆
様
及

び
校
友
会
エ
ル
ム
の
双
方
に
と
っ
て
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲�「レストランエルム」での懇談会の様子

▲�湯浅教授による博物館の説明

▲�加藤助教による植物園の説明

「
保
護
者
会
員
懇
談
会
及
び

キ
ャン
パス
ツ
ア
ー
」実
施

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
1
8
報
告
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う
気
持
ち
が
強
ま
り
、
当
時
、
北
海
道
大

学
の
研
究
室
で
「
人
工
知
能
」
の
研
究
を

し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
起

業
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
「
テ

ク
ノ
フ
ェ
イ
ス
」
に
参
画
し
ま
し
た
。

　
当
初
の
業
務
と
し
て
は
、
ミ
ド
ル
ウ
エ

ア
の
シ
ー
ズ
を
使
っ
て
、
様
々
な
企
業
等

か
ら
の
技
術
開
発
受
託
を
中
心
と
し
て
お

り
、
道
庁
や
北
電
な
ど
の
資
本
提
供
も

あ
っ
て
、
設
立
2
年
目
か
ら
黒
字
経
営
が

続
い
て
お
り
、
企
業
経
営
と
し
て
は
微
増

な
が
ら
も
右
肩
上
が
り
に
順
調
に
成
長
し

て
き
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
も
北
海
道
大
学
の
研
究
室
と
の
密

接
な
関
係
は
続
い
て
お
り
、
協
力
体
制
と

し
て
シ
ス
テ
ム
開
発
寄
り
の
と
こ
ろ
は
当

社
で
担
当
し
、
研
究
寄
り
の
と
こ
ろ
は
北

海
道
大
学
と
の
共
同
研
究
に
し
て
も
ら
う

と
い
う
よ
う
な
や
り
方
で
産
学
連
携
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
社
の
特
徴
と
し
て
、
ほ
ぼ
辞

め
る
社
員
が
い
な
い
た
め
、
創
業
時
か
ら

の
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
、
少
数
精
鋭
で
地
域

に
根
ざ
し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

A
I
で
サ
ッ
ポ
ロ
か
ら
世
界
に
発
信

サ
ッ
ポ
ロ
に
根
ざ
し
て

活
躍
す
る

ハ
イ
ス
キ
ル
人
材
を
育
成

　
当
社
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
サ
ッ
ポ
ロ

に
高
度
な
I
T
技
術
を
集
積
し
、
地
域
に

根
ざ
し
て
活
躍
す
る
ハ
イ
ス
キ
ル
な
人
材

を
育
成
し
て
、
人
工
知
能
（
A
I
）
や

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

（
O
S
S
）
を
活
用
し
た
開
発
技
術
を
も
っ

て
事
業
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢

献
す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
大
手
企
業
が
新
た
な
事
業
を
始

め
る
際
に
、
当
社
に
A
I
な
ど
最
新
技
術

を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
の
依
頼
が
く

る
こ
と
が
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
成
果
物

を
含
む
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
発
注
先
の
企
業

に
帰
属
す
る
よ
う
に
要
求
さ
れ
ま
す
が
、

実
績
が
増
え
る
に
従
い
、
顧
客
と
対
等
な

契
約
を
結
び
、
自
社
の
知
財
と
し
て
蓄
積

し
て
製
品
化
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
は
A
I
の
汎
用
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
に
も
力
を
注
い
で
、
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

A
I
の
未
来

課
題
解
決
が

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
醍
醐
味

　
現
状
の
A
I
は
万
能
で
は
な
く
、
泥
臭

く
個
別
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
弊
社
は
ど
の
会
社
よ
り
も
多
く
A
I

に
よ
る
課
題
解
決
を
こ
な
し
て
き
て
お

り
、
ま
さ
に
こ
れ
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

醍
醐
味
で
あ
り
、
こ
の
経
験
か
ら
、
コ
ア

と
な
る
も
の
が
少
し
だ
け
見
え
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
維
持
し
つ
つ
、
地
場
で
活
動

す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
関
係
企
業
や
研

究
機
関
と
共
に
最
先
端
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

技
術
を
駆
使
し
た
も
の
づ
く
り
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

満
足
感
・
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る

仕
事
を
選
ん
で
欲
し
い

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
は
、
会
社
全
般
を

見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
作
っ
た

も
の
が
直
接
ユ
ー
ザ
ー
に
使
わ
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
見
届
け
る
こ
と
で
満
足
感
や
達
成

感
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ
ッ
ポ
ロ
か

ら
世
界
に
発
信
す
る
仕
事
が
で
き
る
こ
と

も
大
き
な
意
義
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

Profile
〔略歴〕

1996 年 3月　北海道大学工学部精密工学科卒

1998 年 3月　　　〃　　大学院工学研究科システム情報工学専攻修士課程修了

2001年 3月　　　〃　　　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　博士課程修了

2001年 4月　日本学術振興会特別研究員PD採用

2002 年 6月　株式会社テクノフェイス設立・入社

　　　　　　（北大発認定ベンチャー企業）

2010 年 7月　　　　　　〃　　　　　代表取締役就任

� 現在に至る
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　北海道大学を中心とした
「札幌AI ラボ」で開発が進
むプロジェクト。
　目指すのは、「写真から
俳句を詠む」ことで、AI が
最も不得意とされている
「感性」や「独創性」の結実し
た俳句づくりに挑戦し、
（株）テクノフェイスは画像
を文字列に変換し、その文
字列を俳句に変換するプロ
グラム開発を担当。

AI（人工知能）俳句 「一茶くん」 年
間
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
研
究
を
続
け
、
研

究
成
果
は
論
文
の
他
、
特
許
も
取
得
す
る

な
ど
、
一
定
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
研
究
の
中
心
を

方
向
転
換
し
、
Ｉ
Ｔ
の
基
盤
技
術
に
関
連

す
る
「O

penSO
A

P

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
軸
足
を
移
す
こ
と
と
な
り
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
外
部
資
金
も
獲
得
し
、
研

究
内
容
が
結
果
的
に
「
テ
ク
ノ
フ
ェ
イ

ス
」
の
起
業
に
繋
が
り
ま
し
た
。

＊SO
A

P

（Sim
ple object A

ccess Protocol

の
略
）

本
学
修
了
か
ら
現
在
ま
で

世
の
中
に
普
及
す
る
も
の
に

携
わ
り
た
い

　
研
究
活
動
を
続
け
る
な
か
で
「
世
の
中

に
普
及
す
る
も
の
に
携
わ
り
た
い
」
と
い

北
大
入
学
の
経
緯

自
然
の
流
れ
で
北
大
へ

　
札
幌
出
身
で
周
り
の
多
く
の
同
級
生
が

北
大
に
進
学
す
る
状
況
も
あ
っ
て
、
ご
く

自
然
の
流
れ
で
北
大
に
進
学
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
機
械
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、「
理
Ⅰ
」
系
を
志
望
し
、
学
部
の
選

択
は
機
械
系
と
情
報
系
の
ど
ち
ら
に
も
関

心
が
あ
り
、
双
方
を
網
羅
す
る
「
精
密
工

学
科
」
に
進
む
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
、

学
科
の
改
組
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学

科
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
時
代

「
人
工
知
能
」の
研
究
を

き
っ
か
け
に
大
学
院
へ

　
研
究
室
で
は
、
自
ら
研
究
テ
ー
マ
を
見

つ
け
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
自
律
的
に
物
を

考
え
る
「
人
工
生
命
」
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
、
当
時
人
工
知
能
の
ブ
ー
ム
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
深
く
関
わ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
研
究
を
進
め
る
う
ち

に
よ
り
深
く
探
求
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
ま
り
修
士
課
程
に
進
み
ま
し
た
。
修

士
終
了
時
に
は
指
導
教
官
か
ら
学
位
（
博

士
）
の
取
得
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら

博
士
課
程
に
進
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
博
士
課
程
で
は
、
学
術
振
興
会
の
特
別

研
究
員
に
採
用
さ
れ
、
学
位
取
得
後
も
1

Ａ
Ｉ
で
拓
く

　
無
限
の
可
能
性

　
　
　
　
─
サ
ッ
ポ
ロ
か
ら
世
界
に
発
信
─

株
式
会
社　
テ
ク
ノ
フ
ェ
イ
ス　
代
表
取
締
役　
石
田
　
　
崇
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【未来を担う卒業生紹介】
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